










立場︑視点から︑それぞれの価値評価をするのは 当然のことである︒しかし うした多面的な文書を 翻訳紹
















































or great glorious and future revolution to be effected through the 
agency of departed spirits of good and superior m
en and wom
en ︶﹂と
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ついて︑五島が﹁心霊主義的傾向が濃い 彼がい 本誌に執着してゐるかは自叙伝の序の対話でも瞭らかだ﹂と説明している︑そのオーウェン ﹁執着﹂を示す﹁自叙伝の序の対話﹂に注目してみよう︒﹁自叙伝の序の対話﹂というのは︑ ﹃自伝
︵
The Life of Robert 
O
wen ︶﹄の冒頭にあるもので︑二篇から成っている︒一つ









ン自叙伝﹄として刊行されているが︑この二篇の対話も︑オーウェンの解説文も︑ ﹁スピリットから 通信﹂文も︑また晩年の記事を多く含む 第二巻の材料となる草稿部分
︵約三八頁︶
も︑カットされている︒分量の問題だけで



































































かし彼らが正しく︑私が間違っているというエビデンスは︑何もありません︒ は本日︑卓越したスピリットたちからの通信を︑合衆国の経験豊かな霊媒 通じて︑受け取りました︒ ﹁世界へ向けた演説﹂ 題された文書に含まれているのは︑今日のいわゆる最も進歩的リベラル派よりも るかに進歩した︑原理・原則と実践的な教えです︒そこには︑最も前に進んだ人々︑最も経験豊かな私の弟子たち とってさえ︑教える ころがあるので︑公け 利益のために︑私の存命中 公刊いたしましょう︒一八五六年一二月
「スピリットからの通信」
以下の演説は︑私がたった今︑合衆国の人々から受け
取ったものである︒その人々の生活は︑肌の色や信条︑国や階級にかかわりなく︑人類全体 大いなる目的のために︑捧げられている︒それは原理・原則と実践において最も進歩しており︑私がこれまで知っている︑いかなる目に見える︑あるいは不可視の団体よりも︑ずっと価値ある常識と正しい理性を含んでいる︒あらゆる点から見て︑それは他の何よりも︑世界 進歩したマインドの持ち主たちの深い考察に値す 文書である︒
しかしながら︑この演説の以下のような部分に関して︑
私は意見を異にせざるを得ない︒それは 誤った悪しきシステムを︑真実で善良なシステムに変えて 人類 性格をよりよく形成し︑人類をよりよく治め ために︑政府が果たす援助への期待を︑まったく無視 いることである︒
すべての政府と︑そこで働くすべての職員にとって︑シ




きではない︒彼らにたゆみない慈善精神と愛をもって教え︑その教 が忍耐強く真実であ ならば︑また良識をもって あるいは彼らのおかれ 様々な状況 人間の本性はどうなるかと う知識 したがって教えるならば︑彼らに間違いを悟らせることに成功する ろう︒このゆえに︑私は演説と意見を異 する︒
真実を教えられるべき人々に︑不信感や怒りを抱くこ























どすべての人︑町︑徒党︑部族︑国が︑全体の善と関心から分離した︑それぞれ個別の利害関心を追求し いる︒すべてのものの上に ﹁私のも 貴方のもの﹂ いう文字が︑はっきり書かれている︒国籍や肌の色や性別にかかわらない︑人としての人に対する共通 福利 深く永続する利害関心は︑どこにもない︒したがって わずか数百万人の生活を維持するために︑莫大な量 求められている︒今 間が知らねばならぬ は 自分の利害関心を他者の利害関心と結び付けるため ︑どうする 最も良いのか︑労働を魅力あるもの 合意できるものにするには︑どうすれば良い か︑ということである︒
一定の必須な物の概要を︑手短な形で示すのが︑賢明
なように思われる︒こ 概要が理解され︑順守されるならば︑人と人を仲間として よく結び付け ことが︑十分できるようになるだろう︒その うな真剣 関心事を主題化するに際しては︑物事 性質上︑多くの小さな問題点は︑いちいち取り上げるこ はできない︒網羅的な考察のためには︑短い論文ではなく︑一巻 書物が必要になるからである︒
人間には一定の自然な必要物
︵






















分の仲間であるべき人間を︑餌食として貪り喰 のである︒彼は確保 きていないものを取ろうとして︑手を伸ばす︒これらの自然な必要物 供給されたな ば︑個人間の戦争も︑国々や居留地間の大騒ぎも︑なかったことだろう︒普遍的な平和と人類全体 善意 増進しようとするすべての努力は︑人間の自然な必要物が供給いかぎり︑物事 自然の理として︑失敗するだろう︒
幾人かの博愛主義者のなかに︑戦争をなくそうとする




ドアを開けて入ってくることは きない︒必要な べての栄養物や衣服 ︑必要とするだけ手元にあるならば︑また身体の健康︑メンタルな成長 愛情の表現のために︑環境全体が適切で調和的である らば 戦争をすべき何の理由もない︒これらの必須物のどれか一つが︑ある集団から取り去られると︑国内で戦争が起こる︒
小さな事柄で大きな事柄を説明することが︑時として















企てる人は︑諸集団に対して︑ ﹁貴方 たには何が必要のか？﹂と問わねばならない︒そしてそれら 必要物が充足されたならば︑平和を作り出す者は最後の審判の日
まで安らかに眠るだろう︒それ以上することはないからである︒これらがはっきり自覚さ るまでは︑家庭内において︑近隣社会︑地方︑州連合︑最大規模の国においても︑永続する平和は まともに期待できない︒
戦争と平和の主題を︑この平易で常識的な見地から見
ることが︑現在においても︑将来においても 道理に叶っているだろう︒戦争が︑ただ仲裁によって沈静化しているだけなら︑その沈静化は永続できない わかる なぜか？
　
内なる平和がないから︑聖なる平安がないから︑
諸集団が持たざ 何かを外に求めて るからであ ︒したがって︑物事の﹁表層﹂に留まっていては︑もはや役に立 ない︒人類の必須物を知的に理解す ことが より賢明なことである︒必須物が供給される度合 に応じて︑内なる平和が確かなも と り 表面の噴火も見られなくなるだろう︒
このような根源的な性格の仕事は︑きわめてゆっくり
と進めねばならない︑という意見 ある︒たし ︑徹底的な改革はすべて︑現在の状況によって反対されるであろう︒端的に考えると 逆説的に見え かもしれないが︑平和を創り出そうとするこの種の行動は︑宣戦布告と同様になるだろう︒ある人はそれを︑哲学的に﹁私が地上に来たのは︑平和をもたらすためではなく︑火を付けるためである﹂と言った その火が付けられたの 屑を燃やす ︒銀から混ぜ物を分離し︑純粋 ものから不純物を︑愛すべきものから利己的なものを︑真実から虚偽を︑善から悪を分離する めであ ︒では それでどうなるのか？
 
最終的な到達点である︑永続的で普遍的な平和 観点
から見ると︑これら 付随物は︑せいぜいクモの巣くらいのもので︑大して重要なもので ない︒それらは人々を助けて事柄の真 を見るよう︑見えなかった目 開くよう︑促す ある︒時として 内なる和合がなく︑何か不和の種があるような場合︑人に胸が張り裂けるような思いをさせ︑優しい絆を断つことがあるかもしれそれは︑眠っている真下に火種があり︑いつ 思いもよらない時に炎が燃え上 る状況に 人を そこ ら救
い出すためである︒地下室に火が付いていて︑やがて屋敷全体が炎に包まれ と知っていな ら︑眠りの床に就こうとする︑向こう見ずな人がいるだろうか︒そして今日の世界は︑まさしくこのような状況なのである
弱小な国は宣戦布告する勇気はないかもしれないが︑強
大な国はあえてそうするだろ ︒それは︑あ 人が相手の弱みに付け込も のと︑同様である︒こちらは個人主義と呼ばれ︑あちらはナショナリズム 呼ばれるだけの違いである︒国と国はひとしきり戦い︑疲弊して︑人命が失われ︑財産が没収され︑無数の心が張り裂け 戦闘員がしばらく撤収し︑ある種の交渉が行われ 停戦が宣言される︒こうして外面上 ︑すべてが静かに見える︒しかし内面では︑火種が今も燃えている︒なぜか？
　
人
間の欠 せない必須物が︑供給されていないか である︒政治家 言い方ではないが︑問題をよく考えてみよ︒博愛主義者がするように問題を調査 ︒すべ がこの一点に帰着することがわかるだろう︒どこかの誰かに︑必要な何かが欠けているの あ そこから︑必要物を得ようとする闘争や努力が出てくる︒それを持った人がいると︑そ 人から奪おうとして︑戦争になる︒
平和の親友となるのは︑争いの諸原因を熟考し︑それ












者たち自らが︑統一され体系化された何 かの努力 よって︑自分たち 苦しめている軛を︑知性と体系性をもって︑投げ捨てる︑ということはあ だろうか？
　
ある
いは最後に︑比較的に恵まれた状態に 第三の階級抑圧する者と抑圧されている者のあいだのバランスをるために︑何がなされ べきか 明らかにす といことが必要だろうか？
　
抑圧の本性には欺瞞的なところ








つ︑人類の福利と全体としての進歩に︑深く永続的に関心を持つこと︒三つ︑ ﹁この努力に携わ ないな ば︑我に災いあれ﹂と語る︑内なる促しがあ こと︒この三つ














影響力を呼び起こすだろう︒この力を自らの一身に集中したその人は︑愛と真実と知恵の甲冑をまとい︑大いなるまとめ役となって︑前進するだろう︒彼は︑適材を適所に配置し︑それぞれの努力をいかに結合すべきか︑理想をいかに実現するか 指示 ︑魅力と親和性 法則を発見し︑かくして労働は︑自然で合意できるも となるだろう︒
この類の主題を見て︑ ﹁このような大規模な仕事が︑ど
うやって実行されるの ？﹂と問う があるだろう︒答えは︑ ﹁人類の友た 者たちが団結すること
︵




職業や住居を変えることのできる人々︑この類の仕事に活動力を傾注できる人々が︑自由のため︑全人類の利益のため︑内的な高貴さと神聖さの めに︑とくに聖別された地点に根を下ろし︑より繊細な機能が最高度に発揮されるよう︑その地点を耕すべきである 適格な要素を持った人々を︑あらゆる国から探し出すべきである︒これらの人々が集まってきて︑入植地を立ち上げ︑模範となる社会を築き︑そこで善 ものが生まれ︑育ち 広がり︑耕すことがで な状態 ︑創り出すべきである︒好ましくない影響からすこし離れて 世界 今あるがままに見て︑そこに欠如している必要物は何かがわかれば︑ただ一つの手段によって 何かが成し遂げられるかもしれない それは現在 類の助けに るばかりでなく︑人類の未来の利益をも増進することになるだろう︒
世界の改革者
︵
the world’ s reform
er ︶
は︑遅かれ早かれ︑こ





してまわり︑これら 教えを伝え︑原理・原則 開示し︑実践的な計画を公開し︑著名な人々を呼び集めてい旧世界と新世界は︑それぞ の努力を結合 べきである︒この働きの一端を担うさまざまな国の興味深い人々の見解をもって︑適切 時期に 選ば た人々が︑新世界から旅立ち︑ に上陸す
�よ︑スピリットの世界は︑貴方に注目している︒貴




leading you onward ︶︑



























たちの中から除去する時が︑また普遍的 結合︑不偏平等︑知識︑善良︑知恵︑すべてのものの卓越 高度物理的で知的な幸福の喜びへと 歩みを進める方法を準備すべき時が︑到来しつつあるのだろうか？
これらの重要な主題の研究と実践に︑生涯を捧げてき















ステムは︑すべての国のすべての階層と階級に って︑本質的かつ永続的に有害であ ということが明白になるだろう︒地球上のいたる所︑地域の諸環境の先入見はきわめて根が深いので それらはすべて 人の理性的 力を圧倒し︑破壊する︒かくして︑すべ 人 現在︑人間や社会をこの地域的な先入見を通して眺め 生涯 とおして︑自分たちが創り出した思考や行動の習慣によって統治されている︒これまでのところ こ ら 地域的な思考や習慣からく 先入見を︑克服できるほど強力な影響力がなかった︒
これらさまざまの地域性から︑世界の諸国の国民性が
形作られる︒こうしてそ ぞれの国は︑自ら 思考や習慣が真実で善良であり︑他国に優越し いると う信仰を︑刻み付けられる︒
この思考と習慣の地域的な先入見は︑普遍的なもので



























wen, The Life of Robert O
wen , G
regory C
laeys ed., Selected 
works of Robert O
wen , vol. 4, W
illiam














o. 6, July 1st, 1856, pp. 26-
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第四部　身心変容技法と心霊的体験と洞窟
